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――福祉分野の情報通信機器や
コミュニケーション機器の情報

ブック』を発行されていますね。

「アクセシビリティ」とは、障害の有無にかかわらず、

あらゆる生活場面で道具や環境などをスムーズに利用できるようにすることを指します。

これは、コンピュータやソフトウェアなどについても言えることです。

電子福祉機器の情報を集めた『こころリソースブック』

香川大学の中邑賢龍 助教授に、

コンピュータの「アクセシビリティ」について将来的な可能性を含めて話をうかがいました。

― ― 

を集めた冊子『こころリソース

テクノロジを利用して
生活をもっと充実させよう。

（なかむらけんりゅう）

Special Message

すべての人が

を発行している

割を十分果たしていると思いました。つまりベー

スとなる情報を誰もが共有できている...と。日本

にはこういった冊子はなかったので、帰国すると

早速、日本版を作ったのです。

この『こころリソースブック』も掲載する製品

情報の更新を毎年していますが、まだ 10 年目を

迎えたにすぎません。『障害者のための...』を書

いた頃に比べれば、国内での研究、開発も格段に

進み、絶対的な製品数も増加しています。「イン

ターネット」という新しいメディアも登場し、情

報を集めやすくなったことも事実です。ところが、

障害のある方々をはじめ、関係する専門職の方々

の多くも、まだまだ基本的な情報さえ把握しきれ

ていないのが現状です。たとえ製品名などは知っ

ていても、実際にどう活用すればいいのかわから

ないということも多々あります。それは、

Microsoft® Windows® に基本搭載されている

「ユーザー補助機能」についても言えることでしょう。

― ―では、こうした情報の不足を
解消するような有効な手立ては
あるのでしょうか。

特効薬としてはありませんが、国としてもこの

問題を重要視しています。例えば、内閣府では、

2002 年に「新障害者基本計画」を立てました。

その中で、障害のある人がパソコンなどの情報機

器を使えるようになるために、支援技術や知識を

持った人を１万人養成することをうたっていま

す。経済産業省でも、「電子情報支援技術研修プ

S p e c i a l  M e s s a g e  

ログラム」を作成しています。このプログラムで な機器は、パソコンよりもはるかに操作キーが少

は、障害のある方に電子機器を使ってもらうため ないにもかかわらず、かなりの使用者制限があり

に、どういった支援技術があるのかを体系立てて ます（複雑な動作を組み合わせる、物理的に入力

学べます。2003 年 6 月からは、このオンライン 装置に触れることができない、など）。

研修もスタートします。研修の主な対象となるの 例えば、パソコンは「スクリーンキーボード」

は、学校の先生や理学療法士、作業療法士など、 機能を使えば、手元にマウスを置いてクリックす

既存の専門職の方々です。米国では早くからこう るという動作だけで操作することが可能です

したことが行われており、ビジネスとしてのマー （22～24 ページ参照）。しかし、DVD を操作する

ケットも成長しています。 には、ボタンを押すという動作のほかに、指を横

一方でまた、この小冊子で紹介するような情報 に動かして操作するような必要が出てきます。

は、障害のある方だけの問題でもありません。日 そこで注目されているのが、「リモートコンソ

本でパソコンを使っている圧倒的多数は、40 代 ール アクセス」という考えです。簡潔に言うと、

以前の若い世代で、いわゆる健常な方々です。だ キーボードのような入力装置１つで、共通の通信

から使用時にもそれほどストレスを感じておら プロトコルをもったすべての電子機器を操作でき

ず、パソコンに対する「アクセシビリティ」につ る、ということです。近い将来、キーボードを車

いての関心が総じて低いのは当然です。しかし、 いすに内蔵させていれば、車いすユーザーも券売

これがあと 10 年も経てばどうでしょうか。加齢 機の切符や自販機のジュースを簡単に買えるよう

に伴った身体機能の低下により、画面の文字が見 になるかもしれません。「アクセシビリティ」を

えにくくなったり、キーボードの細やかな作業が 支える「ユーザー補助機能」は、いまや格段に進

難しくなったりする方々がかなり増えてくるはず 歩し、完成度もきわめて高くなっています。障害

です。多くの方が「アクセシビリティ」について のある方がこの機能を使えば、導入前と比べては

関心を持たざるを得なくなると予想しています。 るかに快適な環境でコンピュータにアクセスでき

ることを実際に目の当たりにしてきました。

― ―情報通信分野のテクノロジ 今回のこの小冊子を通じ、「アクセシビリティ」

が、私たちの生活を今後どのよう についての認知がより広がり、現在不便を感じて

に変えていくのか、その可能性を いるユーザーが一人でも多く、環境改善されるこ

お聞かせください。 とと思います。

パソコンは、完成度の高い「ユーザー補助機能」

などを提供することにより「アクセシビリティ」

を確立し、かなり重い障害の方でも操作できるよ

うになりました。しかしながら、家電、自動販売

機、券売機など私たちの生活をとりまくいろいろ

電子福祉機器情報集『こころリソースブック 2002～2003年版』

編著者：中邑賢龍、塩田佳子、奥山俊博、こころリソースブック編集会（敬称略）

Web サイト版もあります（38 ページ参照）。

「こころWeb」http://www.kokoroweb.org/

1986 年に『障害者のための小さなハイテク』

という本を書いたことがあります。当時あった

MSX パソコンを使って、障害のある方も文章を

作ったりゲームをして楽しめるようなインターフ

ェイスやソフトウェアを作りましょう、と提案し

たのです。そういった内容の印刷物はほとんどな

かったので、周囲からは評価していただけました

が、少しも売れませんでした（笑）。

その後、92 年に米国のウィスコンシン大学マ

ジソン校トレース センターに約半年間研究に赴

く機会がありました。そこでは、グレッグ・バン

ダーハイデン博士という第一人者が「アクセシビ

リティ」について、研究、開発を進めていて、学

ぶことも多くありました。その当時見た米国の福

祉の現場で「まさにアクセシビリティだ」と驚い

たことの１つに、福祉職に携わって間もない経験

の浅いスタッフが、ユーザーそれぞれのニーズに

合わせた商品知識があり適切に判断を下せていた

ことがあります。こうした環境を形作った要因は

いろいろと考えられますが、その１つに、同セン

ターが出していた『トレースリソースブック』が

挙げられます。これはコンピュータ アクセスや

コミュニケーション支援機器を整理分類した冊子

で、基礎的な知識さえあればテキストとしての役
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「アクセシビリティ｣を実現するために、

OS「ウインドウズ」に標準搭載されて

いるプログラムです。

―Introduction― 

自分に合わせて環境を設定。
パソコンをもっと使いやすくしよう
「アクセシビリティ」と「ユーザー補助機能」

何らかの事情によってコンピュータの一般的な操作が困難な場合でも、

OS「Microsoft Windows （ウィンドウズ）」に標準搭載されている「ユーザー補助機能」などを活用すれば、

自分に合わせた設定ができ、使いやすさも向上します。

前ページでも触れた「アクセシビリティ」と「ユーザー補助機能」について、まとめてみます。

受け入れやすさ」。交通機関、

の人々がそれらをスムーズに利用した

り、操作したりできることをいいます。

「アクセシビリティ｣を実現するために、

るプログラムです。

本書の主な構成
ユーザーのニーズに合わせて、逆引き的に構成しています。

文字や画面を
見やすくする

サウンド情報を
視覚化する

キーボードやマウスを
使いやすくする

ニ
ー
ズ

「アクセシビリティ」と「ユーザー補助機能」

「アクセシビリティ」とは
「使いやすさ、

ハードウェア、ソフトウェア、情報など

いろいろな道具や環境に対して、すべて

「ユーザー補助機能」とは

OS 「ウィンドウズ」に標準搭載されてい

画面の一部を拡大する ……………………… 8～9 ページ

画面全体の表示を大きくする…………… 10～12 ページ

コントラストを変えて見やすくする…… 13～14 ページ

表示項目や表示文字を大きくする……… 15～19 ページ

システム音を目で確認する……………… 20～21 ページ

マウスを使ってキーボードを操作する… 2 2～24 ページ

１つの指でショートカットキーを使う … 25～26 ページ

キーボードの押し間違いを軽減する…… 27～29 ページ

テンキーをマウスの代わりにする……… 30～31 ページ

マウスのいろいろな設定を行う………… 32～33 ページ

具体的な設定方法について
「アクセシビリティ」を確保するための設定方法は、

［ 
2 

3 

4 

5 

1 

1 

［設定（S）
2 

3 

4 

1 

2 3 

4 

※本書は

を進めています。モードによっては画面と異なる場合があります。

※コンピュータを利用している方のニーズを優先して構成しているた

め、 「ユーザー補助のオプショ

「画面」

画面で〔OK〕を選択します。

2 

4 
5 

1 

3 

主に「ユーザー補助の設定ウィザード」と「コントロールパネル」から行います。

ユーザー補助の設定ウィザード

コントロール パネル

［アクセサリ］を選択

（すべての）プログラム（P）］ を選択

［ユーザー補助］を選択

［ユーザー補助の設定ウィザード］を選択

［スタート］を選択

［スタート］を選択

］ を選択

［コントロールパネル（Ｃ）］ を選択

［ユーザー補助のオプション］を選択

「Windows XP Professional」のクラシックモードを基に解説

「コントロールパネル」内での設定は、

ン」以外にも、 「マウス」といった項目からも紹介しています。

※ 「ユーザー補助の設定ウィザード」の設定を途中で保存して終了した

いときは、最終的に選択した画面の〔キャンセル〕を選び、確認の

4 M i c r o s o f t  A c c e s s i b i l i t y  Gu i d e  B o o k  5  
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Windows キー操作


ウィンドウズでは、マウスを使わなくても、

できます。

ー、Alt キーとの組み合わせや、Tab キー、方向キーが主に使われます。

メニューが開く

1 

「設定」の項目文字の後ろに表示されている
S キーを押す

2 

の項目文字の後ろに
表示されている

3 

［ファイル（F）

1 

（N）］が選択できる

2 

1 

2 
3 

1 

2 

ショートカット キーを利用してマウスを使わず快適操作
操作のほとんどをキーボードのショートカット キーで行うことが

ウィンドウの中のメニューの後ろに表示されているアルファベットと、Ctrl キー、Windows ロゴキ

Windows ロゴキーを押すとスタート

「コントロール パネル」
C キーを押すと、コント

ロール パネルが開く

例えば Microsoft Word のメニューから、
］ を選択するときは、Alt キー

と F キーを押す

方向キーまたは N キーを押すと［新規作成

ショートカット キーを利用する①　― ―コントロール パネルを開く―― 

ショートカット キーを利用する②　― ―アプリケーションのファイルを開く―― 

実行したいコマンド キー操作 「＋」の表記があるものは左のキー
を押しながら右のキーを押す

［スタート］メニューの表示と非表示の切り替え Windows（Windows ロゴキー）

すべてのウィンドウを最小化（デスクトップの表示）、
または、最小化ウィンドウを元に戻す

Windows +［D］ ＋ 

起動中のウィンドウを閉じる、または、起動中のプ
ログラムを終了

［Alt］＋［F4］ ＋ 

開いているウィンドウの切り替え ［Alt］＋［Tab］ ＋ 

選択したアイテムのショートカットメニューを表示 ［Shift］＋［F10］ ＋ 

アプリケーションでよく使うショートカット キー

実行したいコマンド キー操作 「＋」の表記があるものは左のキー
を押しながら右のキーを押す

コピー ［Ctrl］＋［C］ ＋ 

切り取り ［Ctrl］＋［X］ ＋ 

貼り付け ［Ctrl］＋［V］ ＋ 

元に戻す ［Ctrl］＋［Z］ ＋ 

削除 ［Delete］ 

すべて選択 ［Ctrl］＋［A］ ＋ 

印刷 ［Ctrl］＋［P］ ＋ 

6 M i c r o s o f t  A c c e s s i b i l i t y  Gu i d e  B o o k  7  
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文字や画面を見やすくする

などが見えにくいことがあります。

そこで、文字を大きくしたり、画面のコントラストを上げたり、配色を

変えたりすると、コンピュータが使いやすくなります。

障害や加齢にともなう視力低下によって、画面の文字やマウス ポインタ

「拡大鏡」を使って、虫眼鏡のように

画面の一部を拡大する


「拡大鏡」は、専用のウィンドウ内に画面の一部を拡大して表示します。また、拡大鏡のウィンドウ内の
配色を変更することなどもできます。

「拡大鏡」の始め方（マウスの場合）

2 

3 
4 

5 

1 

1 

画面左下の［スタート］ボタンから

［（すべての）プログラム（P）］を選択

［アクセサリ］を選択

［ユーザー補助］を選択

［拡大鏡］を選択

2 

3 

4 

5 

6 

〔OK〕を選択。拡大鏡が設定される

（キーボードの場合）

方向キーで［アクセサリ］を選択

方向キーで［ユーザー補助］を選択

キーを押す

拡大鏡が設定される
●7 

●6 

●5 

●4 

●3 

●2 

●1 
「拡大鏡」の始め方

Ctrl＋Esc キーまたはWindows ロゴ
キーを押す（スタートが起動）

P キーを押し［プログラム（P）］ を選択

方向キーで［拡大鏡］を選択して Enter 

Enter キーを押し〔OK〕を選択

拡 大 鏡 で で き る こ と

●見たいところを拡大する ●ウィンドウ画面の色を反転する

●拡大鏡のウィンドウサイズを変更する

「拡大鏡」の表示画面

の下部にある罫線をク

リックして、↓↑が出た

ら、そのままドラッグ

する

前 後

●拡大鏡のウィンドウの、デスクトップ上の表示位置を変更する

「拡大鏡」の表示画面

内をクリックして、手

のひらが出たら、その

ままドラッグする

前 後
6 

※ほかにも、拡大率を変更する、マウスポインタの動きを追う、編集中のテキストを拡大するなどの設定が可能です。
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2 

3 
4 

5 

1 

画面を拡大す
【前】

【後】

画面の解像度を低くすると表示が大きくなります

6 

9 

10 

11 

12 

9 

「表示設定」になるので、オプションから［画面の
解像度を低くする（S）］を選択

画面の解像度を低くして
画面上の項目サイズを大きくする
 ※オプションがグレーに表示されている場合、ディスプレ

イはすでに最も低い画面解像度ですので利用できません。画面の解像度を低くすると、テキストを含めて画面全体のサイズが大きくなります。見やすさが
向上するため、多くのユーザーがこの機能を利用しています。 10 

〔次へ（N）〕を選択

画面の解像度を低くする方法（マウスの場合）

1 

画面左下の［スタート］ボタンから

2 

［（すべての）プログラム（P）］を選択
11 

3 〔OK〕を選択
［アクセサリ］を選択

4 

［ユーザー補助］を選択

5 

［ユーザー補助の設定ウィザード］を選択

12 

〔OK〕を選択

6 

［ユーザー補助の設定ウィザード］が表示される

ので、
〔次へ（N）〕を選択

7 

7 

「テキスト サイズ」の設定画面になるので、読む

ことができる一番小さいテキストを選択


8 

〔次へ（N）〕を選択

8 
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画面の解像度を低くする方法（キーボードの場合）

キーを押す（スタートが起動）

］を選択

方向キーで［アクセサリ］を選択

方向キーで［ユーザー補助］を選択

方向キーで［ユーザー補助の設定ウィ

ユーザー補助の設定ウィザードが表示

方向キーを使用して、読むことができる
一番小さいテキストを選択

Enter キーを押し「表示設定」を表示

する（S）］を選択

Enter キーを押し〔OK〕を選択

Enter キーを押し〔OK〕を選択

Enter キーを押す。解像度が低くなる
●12 

●11 

●10 

●9 

●8 

●7 

●6 

●5 

●4 

●3 

●2 

●1 
Ctrl＋Esc キーまたはWindows ロゴ

P キーを押し［プログラム（P）

ザード］を選択し、Enter キーを押す

されるので、Enter キーを押す

「テキスト サイズ」が表示されるので、

S キーを押して［画面の解像度を低く

読みやすい色とフォントを

「ハイコントラスト」で設定する


プログラムで指定されている配色では読みにくいという場合、「ハイコントラスト」が有効です。
コントロール パネルの中の「ユーザー補助のオプション」（Windows 98/Me の場合は「ユーザー
補助」） で設定します。

「ハイコントラスト」の設定の仕方（マウスの場合）

1 

5 

6 

7 

8 

2 

1 

3 

4 

画面左下の［スタート］ボタンから

［設定（S）］を選択

［コントロールパネル（C）］を選択

2 

3 

4 

コントロールパネルが表示されるので、
［ユーザー補助のオプション］を選択

5 

ユーザー補助のオプションが表示されたら、
〔画面〕タブを選択

［ハイコントラストを使う（U）］を選択

〔OK〕または〔適用（A）〕を選択。ハイコント

6 

7 

ラストが設定される

8 

より詳細に設定したい場合は〔設定（S）〕を選択

［画面］のアイコ

ンを選びます。〔設定〕のタブを選択して、

このスライダで画面の解像度を
調節できます

コントロール パネルから解像度を変更する
画面の解像度変更はコントロール パネル

からもできます。5 ページを参照してコン

トロール パネルを開き、

画面の解像度をスライダで調整します。
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9 

10 

11 

9 

「ショートカットキー」の設定ができる

「ハイコントラストの表示設定」をさらに選択す
ることができる

〔OK〕を押して設定する

10 

11 

【前】 【後】

「ハイコントラスト」で見やすさが変わります

（キーボードの場合）

］を選択

選択

Enter キーを押す

タブが選択されます）

右方向キーで〔画面〕タブを選択

ハイコントラストを設定する

●8 

●7 

●6 

●5 

●4 

●3 

●2 

●1 
「ハイコントラスト」の設定の仕方

Ctrl＋Esc キーまたはWindows ロゴ
キーを押す（ スタートが起動）

S キーを押し［設定（S）

C キーを押し［コントロール パネル
（C）］ を選択

コントロール パネルが開いたら、方向
キーで［ユーザー補助のオプション］を

Shift＋Tab キーを押す（ 〔キーボード〕

Alt＋U キーを押し［ハイコントラスト
を使う（U） ］を選択。Enter キーを押し、

画面上の「文字」や「表示項目」を大きくして

使いやすい環境に設定しよう


デスクトップに表示されているアイコンなどの「表示項目」や、タスクバーなどに使われている
「文字」を大きくすると、使いやすさも向上します。

「文字」や「表示項目」を大きくする方法（マウスの場合）

1 

2 

3 
4 

5 

1 

画面左下の［スタート］ボタンから

［（すべての）プログラム（P）］を選択

［アクセサリ］を選択

［ユーザー補助］を選択

［ユーザー補助の設定ウィザード］を選択

2 

3 

4 

5 

6 

ユーザー補助の設定ウィザードが表示されるので、
〔次へ（N）〕を選択

〔次へ（N）

バーとメニューに大きい文字を使用する］を選択

を使用する］を選択しても設定可能

7 

6 

8 

7 

「テキスト サイズ」

※ ［拡大鏡を使用し、タイトル バーとメニューに大きい文字

8 

が表示されるので、［タイトル

〕を選択
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〔OK〕を選択
9 

〔OK〕を選択。タイトル バーやメニュー、アイ
コンなどの文字が大きく表示される
（次ページ下の囲み参照）

10 

「表示設定」が表示される。［ウィンドウのタイ
トル バーおよびメニューなどのフォントを変更
する（C）］が選択されていることを確認し、
〔次へ（N）〕を選択

11 

11 

【前】 【後】

画面を拡大するとこうなります

【前】 【後】

画面上の「文字」を大きくしました

「アイコンの大きさ」が表示される。見やすい
アイコンを選択する。これで、スクロール バー
とアイコンの表示項目が大きくなる

16 

〔次へ（N）〕を選択
17 

16 

17 

「表示の色の設定」が表示される。ハイコントラスト
はここでも設定できる

18 

〔次へ（N）〕を選択
19 

18 

19 

「ウィザード オプションの設定」が表示される。
［画面に表示される項目が見えにくい（L）］を選択

12 

12 

〔次へ（N）〕を選択
13 

13 

「スクロール バーと境界線のサイズ」が表示され
る。見やすいスクロールバーを選択する

14 

〔次へ（N）〕を選択
15 

14 

15 

「マウス ポインタ」が表示されるので、見やすい
大きさや色を選択。〔次へ（N）〕を選択し、ユー
ザー補助の設定ウィザードに従って設定を完了さ
せる

20 

20 

9 

10 
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「文字」や「表示項目」を大きくする方法（キーボードの場合）

Ctrl＋Esc キーまたはWindows ロゴ
キーを押す（スタートが起動）

Ｐキーを押し［プログラム（P）］を選択

方向キーで［アクセサリ］を選択

方向キーで［ユーザー補助］を選択

方向キーで［ユーザー補助の設定ウィ
ザード］を選択し、Enter キーを押す

ユーザー補助の設定ウィザードが表示さ
れるので、Enter キーを押し〔次へ（N）〕
を選択

「テキスト サイズ」が表示されるので、
方向キーで［タイトル バーとメニュー
に大きい文字を使用する］を選択
※［拡大鏡を使用し、タイトル バーとメニューに

大きい文字を使用する］を選択しても設定可能

Enter キーを押し〔次へ（N）〕を選択

Enter キーを押し〔OK〕を選択

Enter キーを押し〔OK〕を選択。これで
タイトル バーやメニュー、アイコンな
どの文字が大きく表示される

「表示設定」が表示される。［ウィンドウ
のタイトルバーおよびメニューなどの

フォントを変更する（C）］が選択されて
いることを確認し、Enter キーを押して
〔次へ（N）〕を選択

「ウィザード オプションの設定」が表示
される。L キーを押し、［画面に表示され
る項目が見えにくい（L）］を選択

Enter キーを押し〔次へ（N）〕を選択

「スクロール バーと境界線のサイズ」が
表示される。方向キーで見やすいスクロ
ールバーを選択

Enter キーを押し〔次へ（N）〕を選択

「アイコンの大きさ」が表示される。方向
キーでアイコンを選択する。これで、ス
クロール バーとアイコンの表示項目が
大きくなる

さらにマウス ポインタの大きさや色を
変更したいときは、Enter キーを押し
〔次へ（N）〕を選択

「表示の色の設定」が表示される。方向キ
ーでハイコントラストが設定できる

Enter キーを押し〔次へ（N）〕を選択

「マウス ポインタ」が表示されるので、
方向キーで選択。Enter キーを押し、
ウィザードに従って設定を完了させる

●20 

●19 

●18 

●17 

●16 

●15 

●14 

●13 

●12 

●11 

●10 

●9 

●8 

●7 

●6 

●5 

●4 

●3 

●2 

●1 

【前】 【後】

画面を拡大するとこうなります

【前】 【後】

画面上の「表示項目」が大きくなりました

“ ま っ た く 見 え な い ” 方 で も P C は 使 え ま す

「見えにくい画面を使いやすくするに

はどうすればいいか」ということでその

解決方法をご紹介してきましたが、視覚に

障害があるなど、まったく画面を見ること

ができないときは、別売りのスクリーン

リーダー（画面読み上げソフトウェア）

を利用してみましょう。スクリーン リー

ダーは画面上のテキスト情報を読み上げ

てくれます。ただし、画像は読んでくれ

ませんので、ホームページなどの画像に

は代替テキストを付けておくことが求め

られます。さらに「音声化ユーティリテ

ィ」は「合成音声」を利用してインターネ

ットアクセスを補助したり、印刷物の文字

を認識して読み上げることができます。

また、キーボードが見えにくいときは

どうすればいいのでしょうか？ 大型キー

ボード（オーバーレイキーボードとも呼

ばれます）や、スクリーン キーボード

（22 ページ参照）の活用、キーキャップ

にシールなどを貼り付けて見やすくする、

などが考えられます。

点字を使って PC を利用したいという

ユーザーには、入力支援のための「点字

キーボード」という特別なキーボードや、

PC のキーボードの一部を利用して点字を

入力できるソフトウェアなどもあります。

コントロール パネルから変更する

コントロール パネルからも「文字」や「表示項目」の大きさ

を変更できます。［コントロール パネル］内の［画面］アイ

コンを選択し（5 ページを参照）、〔デザイン〕タブ（①）を選

びます。ウィンドウとボタンのスタイル（②）、配色（③）、

文字の大きさ（④）が選択できます。

① 

② 

④ 

③ 
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サウンド情報を視覚化する
音が聞きにくかったり、まったく聞こえなかったりすると、大切な情報

を認識しないまま作業を進めてしまうことがあります。

サウンド情報は、画面を点滅させたり、説明文を表示することで、視覚

的なイメージに変えることができます。

システム音を視覚的な合図で知らせる設定（マウスの場合）

システム音をビジュアル化する
エラーが発生したり、操作ミスをすると、システムが警告音を発します。この音を認識しづらい
場合、視覚的な合図で伝える方法があります。

画面左下の［スタート］ボタンから
1 

［設定（S）］を選択
2 

］を選択
3 

1 

2 

［ユーザー補助のオプション］を選択
4 

4 

〔サウンド〕タブを選択
5 

システムが音を鳴らすときに画面を点滅させた

点滅させる部分も選ぶことができる

6 

システムが音を鳴らすときに説明を表示したいと
］を選択

7 

5 

6 

7 

システム音を視覚的な合図で知らせる設定（キーボードの場合）

キーを押す（スタートが起動）

］を選択する

（C）］を選択

で［ユーザー補助のオプション］を選択

Enter キーを押す

タブが選択されます）

右方向キーで［サウンド］を選択する

サウンドが設定される

●9 

●8 

●7 

●6 

●5 

●4 

●3 

●2 

●1 

ユーザー補助の設定ウィザードからサウンドを設定する

［ユー

まで

進みます。［コンピュータが出す音が聞

こえにくい（D） 、〔次へ

。「サウンド表示」が

〕 。

面が点滅します。

ると（④）、「サウンド解説」が表示され

るので〔はい（Y）〕を選択。これで音声

や音を文字情報として表示します。

①［コンピュータが
出す音が聞こえに
くい（D）］を選択

②〔次へ（N）〕を
選択

〕
を選択

〕
を選択

3 

〔OK〕または〔適用（A）〕を選択し、設定する
88 

●10 

「画面を点滅」したり、「説明を表示」して

［コントロールパネル（Ｃ）

いときは［サウンド表示を使う（S） ］を選択。

きは［サウンド解説を使う（H） 

Ctrl＋Esc キーまたはWindows ロゴ

Ｓ キーを押し［設定（S） 

C キーを押し ［コントロール パネル

コントロール パネルが開いたら、方向キー

Shift＋Tab キーを押す（〔キーボード〕

Alt＋S キーで［サウンド表示］を選択

Alt＋H キーで［サウンド解説］を選択

Enter キーを押し〔OK〕を選択。

サウンド表示とサウンド解説の設定は、

［ユーザー補助の設定ウィザード］から

もできます。5 ページを参照し、

ザー補助の設定ウィザード］を表示した

ら「ウィザードオプションの設定」

］ を選択し（①）

（N） 〕を選択（②） 

表示されるので〔はい（Y） を選択（③） 

これで、システムが音を鳴らすときに画

〔次へ（N）〕を選択す

③ 〔はい（Y） 

④ 〔次へ（N）
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●

●

●

●

●

●

7 

7 

〔OK〕を選択。スクリーンキーボードが
設定される

「スクリーン キーボード」を使うと

マウスなどから文字入力ができる


（キーボードの場合）

］を選択

方向キーで［アクセサリ］を選択

方向キーで［ユーザー補助］を選択

選択し、Enter キーを押す

Enter キーを押し〔OK〕を選択。

7 

6 

5 

●4 

3 

2 

1 

「スクリーン キーボード」の始め方

Ctrl＋Esc キーまたはWindows ロゴ
キーを押す（ スタートが起動）

P キーを押し［プログラム（P） 

方向キーで［スクリーンキーボード］を

スクリーンキーボードが表示される

スクリーンキーボードが設定される

標準的なキーボードを両手でスムーズに扱うことが難しい場合に有効な「スクリーン キーボー
ド」というソフトがあります。キーボードの 1 つのキー操作やマウスでのクリックだけで、文
字を入力することができます（Windows 98 には標準搭載されていません）。

「スクリーン キーボード」の始め方（マウスの場合）

6 

1 

2 

3 
4 5 

1 

画面左下の［スタート］ボタンから


［（すべての）プログラム（P）］を選択


［アクセサリ］を選択


［ユーザー補助］を選択


［スクリーンキーボード］を選択


2 

3 

4 

5 

スクリーンキーボードが表示される

「障害」はもちろん、打撲や骨折といった日常的に誰もがなりうる「疾患」

によっても、通常のマウス操作やキー操作は困難になります。

さまざまな「アクセシビリティ」機能を複合的に活用すれば、快適な入力

環境を整えることができます。

キーボードやマウスを使いやすくする

スクリーンキーボードを使ってみる

マウスでスクリーンキーボードの a を選択すると、メモ帳に a と入力されます。

6 
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●レイアウトを選択できる ●キーのフォントを選択できる

●入力モードを選択できる

① 
② 

③ 
④ 

⑦ 

］を選択

フォント、
スタイル、サイズをそれぞれ選択する

］を選択。
］を選択。

［自動的に
選択する（H）］※1または［ジョイスティック
またはキーで選択する（J）］※2を選択する。

※1 

時間後に自動的に文字が入力される
※2 

マウスで選択して入力する

④「入力モード」の［詳細（A）］を選択。

「入力モード」の［OK（O）］を選択。
⑦スクリーンキーボード上のキーが反転しなが
ら移動する。入力したい文字の行が反転した

が反転したらスペースキーを押す。

⑤
⑥ 

「スクリーン キーボード」でできること

［キーボード（K） 

［設定（S） ］から［フォント（F）］ を選択。
「フォント」が表示されるので、

① ［設定（S）
② ［入力モード（Ｔ）
③ 「入力モード」が表示されるので、

マウスまたはジョイスティックで、スクリーン
キーボード上の文字にカーソルを合わせると、設定

順次、強調表示されるスクリーン キーボード上
の文字を、ジョイスティック、またはキーボード、

ここでは※2 を選択。

⑤［ キーボード（K）］の［Space］ を選択。
⑥「入力キーのオプション」の［OK（O）］ を選択。

らスペースキーを押し、さらに入力したい文字

同時に２つのキーを押せないときは

「固定キー機能」を活用


例えば、テキストやファイルをコピーするときに、Ctrl キーと C キーを同時に押せばコピーでき
ます。しかし、2 つのキーを同時に押すことができない場合は「固定キー機能」が役に立ちます。

「固定キー機能」の設定方法（マウスの場合）

1 

2 
3 

画面左下の［スタート］ボタンから

［設定（S）］を選択

［コントロールパネル（Ｃ）］を選択

2 

3 

1 

8 

5 

6 

7 

4 

4 

［ユーザー補助のオプション］を選択

5 

〔キーボード〕タブを選択

［固定キー機能を使う（Ｕ）］を選択
6 

7 

設定を終了するときは〔OK〕を選択。固定キー
機能が設定される

さらに固定キー機能の詳細設定をしたいときは
〔設定（Ｓ）〕を選択

8 
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9 

9 

10 

11 

12 
13 

「固定キー機能の設定」が表示される。Shift キー 「フィルタ キー機能」を有効にして
を 5 回押すと「固定キー」が有効になるショート
カット キーを活用したければ、［ショートカット キーの誤操作を未然に防ぐ
キーを使う（Ｕ）］を選択 １つのキーだけ押したいのに複数のキーを押してしまったり、１つのキーを何度も押し続けて

しまうことがあります。「キー ガード」のような製品を活用して物理的に防ぐのも有効な方法
［Ctrl、Alt、S hift、Windows ロゴ キーを 2 回押
10 

ですが、「ユーザー補助機能」に搭載されているさまざまな機能を設定すれば、いま使ってい
すと、そのキーをロックする（Ｐ） ］を選択すれ るキーボードのままで、ストレスなく入力することができます。
ば、修飾キー（ Ctrl、Alt、Shift） または Windows 
ロゴ キーを続けて 2 回押すと、次に同じキーを
押すまで、そのキーがアクティブな状態になる 「フィルタ キー機能」の設定方法（マウスの場合）
11 

［２つのキーを同時に押すと、固定キー機能を無

効にする（Ｔ）］を選択すれば、修飾キー（ Ctrl、


1 

2 
3 

画面左下の［スタート］ボタンから
Alt、Shift） または Windows ロゴ キーと別の
キーを同時に押すと、固定キー機能が無効になる ［設定（S）］を選択

2 

3
12 

［Ctrl、Alt、Shift、Windows ロゴ キーを押した ［コントロールパネル（Ｃ）］を選択
ときに音を鳴らす（Ｍ）］ を選択すれば、修飾キー
（Ctrl、Alt、Shift）または Windows ロゴ キーを

押したり、ロックしたり、離したりすると、それぞ

れ別の音が鳴る


13 

（キーボードの場合）

を押す（スタートが起動）

］を選択する

］ 
を選択

で［ユーザー補助のオプション］を選択

Enter キーを押す

］ 
を選択

キーを押す。
固定キー機能が設定される

〔設定（S）〕を選択する

●8 

●7 

●6 

●5 

●4 

●3 

●2 

●1 

「固定キー機能」の設定方法

Ctrl＋Esc キーまたは Windows ロゴ キー

S キーを押し［設定（S）

C キーを押し［コントロール パネル（C）

コントロール パネルが開いたら、方向キー

U キーを押し［固定キー機能を使う（U）

設定を終えるときは Enter  

詳細に設定したいときは、S キーを押し

［固定キー機能の状態を画面に表示する（Ｓ）］を

選択すれば、固定キー機能が有効なとき、固定


］を選択

〔設定（E）〕を選択
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〔キーボード〕タブを選択
5 

6 

きは、

8 

7 

5 

6 8 

7 

1 

［ユーザー補助のオプション］を選択
4 

4 

［フィルタキー機能を使う（F）

さらにフィルタ キー機能の詳細設定をしたいと

設定を終えるときは〔OK〕または〔適用（A）〕
を選択。フィルタキー機能が設定される

キー機能アイコンがタスクバーに表示される
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9 

ウィザードからキーボードやマウスの機能を設定する
［ユーザー補助の設定

照して、

を押せないときは、〔はい（Y）〕を選択

が表示されるので、

選択する

〕を選択

〕を選択

警告音が鳴るように設定したければ、
を選択する。これ以降、キーボードでの使用方法に

ヘルプ」や

〔はい
（Y）〕を選択

〕を選択

「固定キー機能」をはじめ、キーボードやマウス操作のさまざまな機能は、

ウィザード］からも設定できます。ウィザードでの設定方法を簡単に紹介します。5 ページを参

［ ユーザー補助の設定ウィザード］を表示してください。

③ 「固定キー機能」が表示される。同時に２つのキー

①「ウィザードオプションの設定」
［ キーボードまたはマウスが使いにくい（K）］を

② 〔次へ（N）

④ 〔次へ（N）

⑦ 「切り替えキー機能」が表示される。Caps Lock、
Num Lock、Scroll Lock キーを間違って押したら

〔はい（Y）〕

関する説明やヒントを表示する「キーボードの補足
「マウスキー機能」（30 ページ）なども設定

できる

⑤ 「バウンスキー機能」が表示される。繰り返される
キー入力を無視するように設定したければ、

⑥ 〔次へ（N）

9 

11 

12 

10 

「フィルタ キー機能の設定」が表示される。
［ショートカット キーを使う（Ｕ） ］を選択する
と、右 Shift キーを８秒以上押し続けることで
フィルタキー機能の切り替えが可能になる

10 

間違って押したキーが認識されるのを防ぎたいと
きは、［繰り返し入力されたキーは無視する（Ｐ）］ 
を選択。短時間しか押していないキーを認識しな
いように設定したいときは、［ 速いキー入力は無視
して、リピートの間隔を長くする（N） ］を選択。
いずれも、すぐ右に明示される〔設定（E）〕から、
その詳細を設定できる

11 

キーを押したときに警告音が鳴り、認識されたら
別の警告音が鳴るように設定したいときは、
［キーが押されたり、入力が認識されたら音を鳴
らす（B）］を選択

12 

フィルタ キー機能が有効なときに、アイコンを
タスクバーに表示したいときは、［フィルタ キー
機能の状態を画面に表示する（H）］を選択

（キーボードの場合）

］を選択する

］ 
を選択

キーで［ユーザー補助のオプション］を
選択する

Enter キーを押す

（F）］を選択

〔設定（E）〕を選択する

●8 

●7 

●6 

●5 

●4 

●3 

●2 

●1 

「フィルタ キー機能」の設定方法

Ctrl＋Esc キーまたは Windows ロゴ キー
を押す（ スタートが起動）

S キーを押し［設定（S）

C キーを押し［コントロール パネル（C）

コントロールパネルが開いたら、方向

F キーを押し、［フィルタ キー機能を使う

設定を終えるときは Enter キーを押す。
フィルタキー機能が設定される

詳細に設定したいときは、E キーを押し

あっ！

…でも、大丈夫。
2 回押しちゃった…。
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「マウス キー機能の設定」が表示される。マウス ポインタを「マウス キー機能」を使って
9 

［ショー

キーボードのテンキーで操作する トカット キーを使う（U）］を選ぶと、「マウス
キー機能」を使うかどうかを、左 Alt ＋左 Shift

麻痺や不随意運動などのためにマウスやトラックボールの微妙な操作ができないとき、一般的には、 ＋Num Lock キーを押して選択できる

「マウスエミュレータ」と呼ばれる代替機器（ スイッチなど）を利用します。キーボードの操作が可能
であれば、キーボードのテンキーをそのままマウスの代わりとして使うことができます。これを
「マウスキー機能」と呼びます。

「マウス キー機能」の設定方法（マウスの場合）

9 

10 

11 

12 

1 

画面左下の［スタート］ボタンから

2 

［設定（S）］を選択

3 

2 
3 ［コントロールパネル（Ｃ）］を選択

4 

［ユーザー補助のオプション］を選択

1 

4 

5 

6 

7 

8 

5 

〔マウス〕タブを選択

［マウスキー機能を使う（M）］を選択
6 

7 

設定を終えるときは〔OK〕または〔適用（A）〕
を選択。マウスキー機能が設定される

さらにマウス キー機能の詳細設定をしたいとき
は、〔設定（S）〕を選択

8 

10 

「ポインタの速度」ではスライダを動かして次のこと
「最高速度（T）」では、が設定できる。 「マウス キーの

方向キーを押し続けたときに、マウスポインタが動く
速度」を指定できる。「加速設定（A）」では、「マウス
キーの方向キーを押し続けたときにマウス ポインタ
の速度が最高になるまでの加速度」を指定できる

11 

Num Lock キーのオン、オフで、マウス キー機能を使う
かどうかを選択できる。テンキーをデータの入力にも使
いたいときは〔オフ（F）〕を選び、カーソルの移動/Ins 
キー/Del キーとして使いたいときは〔オン（N）〕を選ぶ

12 

マウス キー機能が有効なとき、アイコンがタスクバー
に表示される

（キーボードの場合）

キーを押す（スタートが起動）

］を選択

］ 
を選択

選択する

Enter キーを押す

右方向キーで〔マウス〕タブを選択する

］ 
を選択

詳細に設定したいと

〕を選択
する

●10 

●9 

●8 

●7 

●6 

●5 

●4 

●3 

●2 

●1 

テンキーで
マウスを動
かせます

「マウス キー機能」の設定方法

Ctrl＋Esc キーまたはWindows ロゴ

S キーを押し［設定（S）

C キーを押し［コントロールパネル（C）

コントロール パネルが開いたら、方向
キーで［ユーザー補助のオプション］を

Shift＋Tab キーを押し〔キーボード〕
タブを選択する

M キーで［マウス キー機能を使う（M）

Enter キーを押す。マウス キー機能が
設定される

きは、S キーを押し
〔設定（S） 

キ ー ボ ー ド で 操 作 す る た め の い ろ い ろ な 工 夫

●すべてのキーを押すことができない

ード」

ます。

品もあります。

●上肢で直接キーを押すことができない

例えばスティックを口にくわえて頭を動かしてキー

ますが、リハビリテーションの専門家である理学療

法士や作業療法士などに依頼して補助具として作っ

てもらうこともできます。

キーボードの一部は押さえられるけれど、すべて

のキーを押すことができない場合、小型のキーボー

ドを手元に置いて利用したり、「スクリーン キーボ

（22 ページ参照）を使うことで問題を解決し

「スクリーン キーボード」は「ユーザー補助

機能」に標準搭載されているもの以外に、市販の製

何らかの理由で上肢でキーを直接押せないときは、

入力するという方法もあります。市販の製品もあり
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ほ か に も で き る マ ウ ス の 設 定 変 更
マウスの設定をいろいろ変えて

使いやすくする


マウスの細かな動きの調整や、クリックボタンの動作を設定し直すことで、標準のマウスが利用
しやすくなる場合があります。ポインタの色や形を変えることもできます。

「マウス」の設定方法

1 

2 
3 

4 

1 

画面左下の［スタート］ボタンから

2 

［設定（S）］を選択

3 

［コントロールパネル（Ｃ）］を選択

4 

［マウス］を選択

5 

「ボタンの構成」が表示される。ここでは、ボタ

ンの設定を変更できる。［主と副のボタンを切り

替える（S） ］を選択すると、右と左のボタンの

機能が入れ替わる。例えば、左手でマウスを扱う

場合に便利な機能


5 

6 

7 

8 

9 

6 

「速度（D）」のスライダで、ダブルクリックの速

度を調節できる。例えばダブルクリックするのが

苦手な場合、
「遅く」の方へドラッグすれば、使い

やすくなる


7 

［クリックロックをオンにする（T） ］を選択する

と、マウス ボタンを少しの間押すだけで、マウ

ス ボタンがロックされ、手を離しても、文字の

選択やドラッグ操作ができる。クリックロックを

開放するときは、もう一度クリックする


8 

〔設定（E）〕を選択

9 

〔OK〕または〔適用（A）〕を選択し、設定を終了する

●ポインタの形状や色を変える

●スクロールの量を調節する

●ポインタの動きを調節する

●トラックポイントの設定を調節する

③設定したポインタ
の一覧が表示さ
れ、外観をカスタ
マイズすることも
できる

②大きさや色の組み合
わせで、自分に合っ
た状態のポインタを
選べる

①〔ポインタ〕タブを選択

③［ポインタを自動的
に既定のボタン上に

〔OK〕

する

②スライダを使ってポイ
ンタの移動速度を設定
する

ション〕タブを選択
する

示したり、
を押すとポインタの

］ 

にポインタがあるか

②ホイールを１目盛り回転したときにスクロー
ルされる量を設定できる。特定の行数または
１画面ずつスクロールできる

設定（感度）も変更できる

移動する（U）］を
選択すると、
や〔適用〕などに自動
的にポインタが移動

①〔ポインタ オプ

④ ポインタの軌跡を表
［Ctrl キー

位置を表示する（S）
を選択すると、どこ

認識しやすくなる

①〔ホイール〕タブを選択 ①〔トラックポイント〕タブを選択

② マウスだけではなく、トラックポイントの
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「アクセシビリティ」に役立つ厳選サイト

最新情報のチェックはもちろん、


メーリングリストなどに登録して意見交換するのもお勧めです。


http://www.microsoft.com/japan/enable/default.asp 

セシビリティ情報、製品情報、ニュースとイベント、障害別のリ

込めば、最新情報がメールで届けられる。

こころWeb
http://www.kokoroweb.org/ 

ただいた、中邑助教授が管理している。状況別の技術的解決策や

相談コーナーもある。

保健福祉広報協会
http://www.hcr.or.jp 

」を主

グ集も申し込める。出展企業のリンク集や、用具全般の検索ペー

ジもある。

財団法人テクノエイド協会
http://www.techno-aids.or.jp/index.htm 

ちろん、福祉用具の選び方や使い方の情報を福祉用具分類コード

などから検索して調べられる。

ユーディット
http://www.udit-jp.com/ 

インを研究している。ウェブ制作におけるガイドラインも分かり

やすく紹介してある。

マイクロソフトアクセシビリティ

マイクロソフトのアクセシビリティに関するホームページ。アク

ソース ガイドなど、内容は多岐にわたる。ニュース レターに申し

コミュニケーション、コンピュータ アクセスを中心としたテクニ

カル エイド情報満載のサイト。スペシャルメッセージを寄せてい

国内最大規模の福祉機器展である「国際福祉機器展（HCR）

催する保健福祉広報協会が運営する。協会が発行しているカタロ

福祉用具の研究開発などの推進、福祉用具の試験評価などを目的

として設立された協会のサイト。福祉用具やメーカーの検索はも

障害のある方やご高齢の方が使いやすい製品の企画、コンサルテ

ィングを行う会社のサイト。支援技術、情報のユニバーサル デザ

コミュニケーションSIG
http://www.comsig.jp/ 

日本リハビリテーション工学協会会員によって構成されるグループ

のサイト。同グループの活動の中心は、工学技術を用いたコミュニ

ブルが発生したら問い合わせよう。快く相談にのってくれる。

ＪＤパソコンボランティア支援センターWeb
http://www.psv.gr.jp/ 

ラ）のサイト。メンバーは、エンジニアだけではなく、主婦、学

生、障害のある方自身など、さまざま。実際に困っている方のお

宅に訪問して解決してくれる。

Trace Research & Development（英語）
http://trace.wisc.edu/ 

ケーション支援で、サイトは活動報告の情報が中心。疑問やトラ

障害のある方の SOS に応えるパソコンボランティア（略称パソボ

ウィスコンシン大学マジソン校内にあるトレース センターのサイ

ト。支援技術やメーリング リストの紹介がある。所長を務めるグ

レッグ・バンダーハイデン氏は、アクセシビリティの代表的なパ

イオニアの 1 人。

マイクロソフトは今後も、
「アクセシビリティ」を推進します。

マイクロソフトは、

障害のある方を含むすべての人にとって使いやすい製品や

情報技術を開発していくことが自らの責任であると認識し、

全社的に以下のような「アクセシビリティ」への取り組みを行っております。

・社内外のソフトウェア開発者の指針となるアクセシビリティガイドラインを作成しています。

・障害のある方からのご要望を製品やサービスの計画、開発などに取り入れています。

・障害のある方向けの技術の開発を支援しています。

・障害のある方を積極的に採用し、製品開発、サービス、企業文化に貢献していただいています。

・製品およびサービスを更新する際に、それまで明らかになったアクセシビリティ上の問題に対処しています。
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